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司書のおすすめ

　羽根つきギョウザになりたい
ギョウザくんと、エビシュウマイ
になりたいシュウマイちゃん。願
いを叶えてくれる神社に行ってみ
ようと、ふたりで店を飛び出した。
でも今日はお祭りで、子ども神輿
に踏みつぶされそうに…!?

（TRC MARC より）

　模倣を脱し、独自の「構造言語」を確立した建築家
アントニ・ガウディ。その人物像と思想に迫るととも
に、サグラダ・ファミリアをはじめとする彼の建築作
品を、現在の写真、建築当時の写真や設計図とともに
紹介する。（TRC MARC より）

　「本当の手話」ってどれ ? 手話をや
ると表情豊かになる? 手話は世界共
通じゃないの ? 手話のしくみや手話
を使用するコミュニティの
話を、マンガやコラムを
交えてわかりやすく解説
する。（TRC MARCより）

▪絵本
『ギョウザくんとシュウマイちゃん』
村上　しいこ／作、はしもと　えつよ／絵（あかね書房）

▪いがし電子図書館
『わくわく ! 納得 ! 手話トーク』
松岡　和美／著、高野　乃子／マンガ（くろしお出版）

▪一般書
『図解でスッと頭に入るガウディとサグラダ・ファミリアの世界』

鳥居　徳敏／監修（昭文社）

いがし電子図書館

図書館からのお知らせ

　伊賀の文化・歴史について、ゆかりの
人物を中心に語ります。
【と　き】
　９月 18 日㈮　午後６時～７時 30 分
【ところ】　伊賀市中央図書館　２階学習・集会室
【テーマ】　日本の観光の父　高久　甚之助
【講　師】　「佳讃蔵文庫」主　北出 楯夫さん
【定　員】　50 人程度

　「読書会」とは、事前に課題本を読んで、
その本の内容や感想などを自由に話し合
う場です。
【と　き】
　10 月 11 日㈰　午前 10 時～ 11 時 30 分
【ところ】
　伊賀市中央図書館　中２階ミーティングルーム
【課題本】
　『プラハの古本屋』（千野栄一／著）
【定　員】　先着 10 人（18 歳以上）
※定員に満たない場合は、当日参加できます。
【申込方法】
　申込フォーム、窓口、電話、ファックス
【申込期間】
　９月 16 日㈬～ 10 月７日㈬

郷土の歴史夜
よ
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大人の読書会

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。
（30 分～１時間程度）

９月の読み聞かせ

申込フォーム

問い合わせフォーム

と　き ところ 催物（読み手）

10 日㈭ 10：30 ～ おはなし室
（伊賀市中央図書館）

えほんのひろば
（ちいさなねこ）

12 日㈯ 10：30 ～ そうぞの広場
（大山田小学校）

おはなしたいむ
（きらきら）

12 日㈯ 14：00 ～ おはなし室
（伊賀市中央図書館）おはなしの会

16 日㈬ 10：30 ～ おはなし室
（伊賀市中央図書館）

えほんの森
（よもよも）

19 日㈯ 10：30 ～ 阿山保健福祉センター 読み聞かせの会
（はあと＆はあと）

23 日（水・祝） 10：30 ～ おはなし室
（伊賀市中央図書館）

おひざでだっこのおはなし会
（お話の国アリス）

26 日㈯ 11：00 ～
14：00 ～

青山複合施設
アオーネ

お話しどうぞ
（どようっこクラブ）

　地域経済を維持・発展させるため、
起業する人や経営革新を行う人に対し
て、その経費の一部を補助します。申
請書類と審査会（10/16 予定）によ
り採択者を決定します。

【対象事業】
①起業支援事業：

市内にある空き家・空き店舗を利用
し、新たな事業を創出する取り組み

②経営革新支援事業：
新商品の開発・新市場の開拓・生産
性向上などの、既存事業の経営革新
を行う取り組み

【対象者】
①個人または法人
②市内に事業所などがある個人または

法人
※上記以外にも要件があります。詳細

は募集要項をご覧ください。
【補助金額】
　改修費・付帯設備費および広告宣伝
や商品開発などに要する経費の２分の
１以内
① 20 ～ 150 万円
② 20 ～ 50 万円

【申込方法】
　申請書に必要事項を記入し、必要書
類を添付の上、下記まで
※申請書や募集要項などは市ホーム

ページからダウンロードできます。
【申込期限】
　９月 28 日㈪　午後４時必着
申・問 産業政策課
　　 ☎ 22-9669　FAX 22-9695
　　 sangyou@city.iga.lg.jp

起業・経営革新促進事業
補助金 ( 第３期募集 )

　社会を明るくする運動伊賀市推進委
員会では、犯罪や非行のない地域社会
はどのようにして実現できるのかを考
えるきっかけとして、市内の中学生を
対象とした作文コンテストを毎年開催
しています。　
　令和８年度は市内
の中学校 10 校が参加
し、 応 募 作 品 1,961
点の中から、12 点の
作品が入賞しました。
◆審査結果　※敬称略

【最優秀賞】
　荻田　雄瑠（島ヶ原中学校３年）

【優秀賞】
　上山　廉人（青山中学校２年）

【奨励賞】
　天野　智仁（崇広中学校１年）
　藤﨑　皇成（崇広中学校３年）
　森木　咲（緑ヶ丘中学校２年）
　井上　一輝（城東中学校２年）
　門口　咲愛（上野南中学校３年）
　中川　晄（柘植中学校１年）
　山下　遥（霊峰中学校３年）
　岡本　唯花（阿山中学校１年）
　森下　風花（阿山中学校２年）
　鈴木　彩生（大山田中学校１年）
問 医療福祉政策課
　 ☎ 26-3940　FAX 22-9673

社会を明るくする運動
作文コンテスト審査結果

更生ペンギン
ホゴちゃん

　公共施設や商業施設などに設置され
た「おもいやり駐車場」は、障がいの
ある人や要介護高齢者、妊産婦やけが
人など歩行が困難な人で、三重県が発
行する「おもいやり駐車場利用証」を
持っている人が利用できます。
　「入口に近いか
ら」「空いている
から」などの理由
で、利用証のない
人が駐車してはい
けません。
　また、おもいや
り駐車場の区画数
には限りがありま
す。「おもいやり」
と「ゆずりあい」の心で、適正利用に
ご協力ください。
◆利用証申請の受け付け
　障がい福祉課、各支所（上野支所を
除く。）、こどもの育ち支援課（妊産婦
のみ）、伊賀保健所、県庁（家庭福祉・
施設整備課）
※三重県ホームページから

電子申請ができます。

申・問 障がい福祉課
　　 ☎ 22-9656　FAX 22-9662

「おもいやり駐車場」には
利用証が必要です

持続可能な行政サービスのために
開庁時間（行政窓口等受付時間）を変更します

令和８年９月１日㈫から　午前 9 時〜 午後 4 時 30 分
※電話受付については令和９年４月１日㈭から変更します。
※毎週木曜日に実施している延長窓口（午後７時 30 分まで）は、令和９年度

から廃止します。

　持続可能な行政サービスの提供の実現に向けて、勤務体制の改善、職員の働
き方改革を進めることを目的として開庁時間を変更します。
　短縮により確保した時間は、課題解決策の検討時間などに活用し、政策の質、 
市民サービス向上をめざします。

市役所本庁舎、支所、ハイトピア伊賀（施設内の行政窓口）、
ゆめが丘浄水場管理本館（上下水道部）

皆さまのご理解・ご協力をお願いします

詳しくはこちら▲

対 象 施 設

変更日・受付時間

2026.925 2026.9 24


